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●資金需給 ●2016年7月29日の市場動向

●短期金融市場関連指標

●入札結果

●オペ結果

●2016年8月1日の予定

●日銀金融政策決定会合・結果
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◆本資料は信頼できると思われる各種データに基づいて作成されておりますが、当社はその正確性、完全性を保証するものではありません。
◆本資料は何らかの取引を誘引することを⽬的としたものではありません。売買に関する最終判断はお客様ご⾃⾝でなされますようお願い申し上げます。
◆⾦融商品のお取引には価格変動等によるリスクがあります。⾦融商品のお取引には⼿数料等をご負担頂くものがあります。⾦融商品取引法に基づきお渡しする書⾯や⽬論⾒書をよくお読みください。
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按分
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国債補完供給（国債売現先）・即日（午前オファー分） 76,716 2016/7/29 2016/8/1 375 375 ▲0.500 ▲0.500
国債補完供給（国債売現先）・即日（午後オファー分） 24,747 2016/7/29 2016/8/1 97 97 ▲0.500 ▲0.500

*米国6月の建設支出 *米国7月のISM製造業景況指数
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本日は財務省による国債等の入札は実施されませんでした。

●金融緩和の強化として、以下の措置を決定。
  （1）ETF買入れ額の増額(賛成7反対2)
 　 ETFについて、保有残高が年間約6兆円に相当するペースで増加するよう買入れを行う(現行の約3.3兆円からほぼ倍増)。
  （2）企業・金融機関の外貨資金調達環境の安定のための措置(全員一致)
  　①成長支援資金供給・米ドル特則の拡大
  　　成長支援資金供給・米ドル特則(企業の海外展開を支援する為、最長4年の米ドル資金を金融機関経由で供給する制度)の総枠を240億ドル
      (約2.5兆円)に拡大する(現行の120億ドルから倍増)。
  　②米ドル資金供給オペの担保となる国債の貸付け制度の新設
  　　金融機関に対する米ドル資金供給オペに関し、担保となる国債を、日本銀行当座預金を見合いとして貸し付ける制度を新設する。
●金融市場調節方針、ETF以外の資産買入れ方針、政策金利については、現行の方針を維持することを賛成多数で決定。

<インターバンク市場>

<レポ市場>

<短国市場>

<CP市場>
CP市場は入札件数・発行額共に少なく、発行総額600億円程度の出合いと
閑散。発行レートは概ね横ばいで推移した。

午前8時発表の準備預金残高見込みは、前日比1兆3,000億円増の225兆
8,000億円(当座預金残高見込みは302兆9,000億円)。本日の無担Ｏ/Ｎは、
邦銀・証券業態による▲0.07～▲0.03％での調達で始まった。月末要因に加
え、金融政策決定会合の結果を控えて積極的な調達を見合わせた先も見ら
れことから、幅広いレンジでの出合いとなった。午後は、目立った出合いは
見られず、本日の取引を終えた。ターム物は、ロール案件の出合いが見られ
た。

GC T/N(8/1-8/2)は、▲0.08～▲0.07％程度の出合い。S/N（8/2-8/3）は、
▲0.09～▲0.08％程度の出合い。S/Nは金融政策決定会合の追加緩和によ
る影響はほとんど無く、レート水準をやや下げたものの、落ち着いて推移し
た。SCは、ロールオーバーを中心に幅広い銘柄で取引が見られた。個別銘
柄では、2Ｙ366、5ｙ125～128、10Y336～343、20Y155～156、30Y48～51など
にビッドの出入りが多く見られた。

短国市場は決定会合前に3Ｍで▲0.30％の出合いが見られた程度であっ
た。決定会合後は一旦▲0.225％まで売られたものの、引け際には▲0.25％
まで値を戻した。


